
地域密着！ケーブルテレビ 
   徳島県高校総体 全部やる!! 

徳島県内のケーブルテレビ１８局が結束し、 

「地域密着！ケーブルテレビ」をスローガンに掲げ、 

共同中継事業・番組制作に奔走～ 視聴者から大反響！ 

•徳島県はケーブルテレビの普及率が全国１位・８８.６％ (全国平均５２.２％) 

•徳島県・加入世帯数／292,386                                      
＜平成２７年総務省調べ～2015年３月末現在（自主放送あり）数値＞ 

• 徳島県は民放が１局(四国放送)のみ、海越え関西(局)波を受信する難視聴エリアである。地上デジタル放送開
始に伴い、普及率が加速した。 

徳島県はケーブルテレビ普及率が日本一 

• 1994年設立～現在、徳島県内のケーブルテレビ１８局（阿南市・三好市含む）が       
ネットワークを構成 

•自治体局・第３セクター事業運営局・単一農協運営などが加盟 

•経営スタイル、事業形態の違う会社が任意で参加し、事業運営する団体が          徳
島県ＣＡＴＶネットワーク機構 （法人格はない） 

徳島県ＣＡＴＶネットワーク機構とは… 

• 1994年 ７月  無線伝送装置による無線映像ネットワーク構築    （７局参加）アナログ生中継                                            

• 2000年１０月  光ケーブルによる第１期光映像配信ネットワーク構築 （８局参加）アナログ生中継 

• 2004年 ５月  光ケーブルによる第２期光映像配信ネットワーク構築 （９局参加）アナログ及びＨＤ生中継 

• 2011年 ９月  光ケーブルによる第３期光映像配信ネットワーク構築 （全局参加）ＨＤ生中継 

• 2012年１２月  専用線によるＩＰ映像ファイル交換ネットワーク構築 （全局参加）番組交流 

•         番組交換のためのファイル交換サーバ開発及び設置  （全局参加） 

• 2015年 ４月  光ケーブルによるＲＦ信号配信ネットワーク構築   （全局参加）共同チャンネルＲＦ配信 

•         共同チャンネル「けーぶる１２」配信設備構築    （全局参加） 

•         クラウド「KINTONE」による素材交換及び連絡網構築  （全局参加） 

つながる徳島県ケーブルテレビ その歩み 



共同中継事業
年度内６事案 

•  ４月 ①とくしまマラソン 

•  ４月 ②高校野球春季大会(決勝戦・チャレンジマッチ） 

•  ７月 ③高校野球夏季大会(徳島県大会) →１回戦～準々決勝まで全試合を生中継 

•  ８月 ④徳島市阿波おどり 

• １０月 ⑤高校野球秋季大会 →準決勝・決勝戦、３位決定戦を生中継   

• 年４回 ⑥県議会(定例議会・正副議長記者会見) 

個別実施中継
2015年 

•  ５月１０日  四国アイランドリーグPlus／徳島インディゴソックスV.S.福岡ソフトバンクホークス３軍(テレビトクシマ他) 

•  ６月 ８日  高校総体バスケットボール＜男・女決勝戦＞（テレビトクシマ他） ・６月２１日  中・高校選手権水泳競技大会(テレビトクシマ) 

•  ７月１９日  小松島港まつり＜花火大会＞(東阿波ケーブルテレビ) ・ ７月２４日  吉野川フェスティバル(テレビトクシマ) 

•  ８月９～11日 鳴門市阿波おどり(テレビ鳴門) 

•  ８月１６日  池田阿波おどり(池田ケーブルネットワーク) 

•  ９月１３日  なでしこリーグ／神戸V.S.日テレ(テレビトクシマ) ・１１月 １日  ミスユニバース徳島県大会(東阿波ケーブルテレビ) 

• １１月１４日  第９５回全国高等学校ラグビーフットボール大会＜徳島県大会準決勝＞（テレビトクシマ) 

• １２月２３日  第２１回阿波銀行杯ミニバスケットボール選手権大会兼第４７回全国ミニバスケットボール大会徳島県予選会(テレビトクシマ)   

番組交流促進 

• 共同事案以外は、事案に関係する１局が主幹局となり相互応援の上、実施・放送している。 

• 共同中継事業の実施を足がかりにして、地域・エリア格差をなくし、徳島県内ＣＡＴＶ局・業界で、顧客の取り込みを行う。 

• 広報活動…機構自体の広報、共同中継事業等の広報を行うため、地元新聞(徳島新聞)への広告の出稿、ホームページ公開情報の更新・内容の充実、共同ＣＭ制作・
放送等の実施を行う。＜2013年：１３局，2014年：１２局，2015年：１２局＞ 

• 共同ＣＭ制作には、全局関係者が参加 

 

地域密着！ケーブルテレビ 
    徳島県高校総体 全部やる!! 
～徳島県ＣＡＴＶネットワーク機構 実施施策～ 



統一感向上 共通“タイトルバック“作成 

•県内のケーブルテレビ局間の番組交流を促進
し、地域・エリア格差をなくすこと、メディ
ア(テープ等)によるものからファイル・デー
タの授受ができる環境、ネットワークを構築
することで省力化を合わせて図ることが目的。 

•趣旨は、ＡＪＣ－ＣＭＳと同じ。ただし、使
用できる範囲を県内・四国内ＣＡＴＶ局間に
限定している 

• 2012年１２月 設置・運用設置 

•当初、県内各局の機器や構成が違うことで制
作フォーマットや送出レートの違い、調整が
難航し、運用開始が想定以上に遅れた。 
 

番組ファイル交換システム
(CFCS) 

サーバの構築・運用 

• 2013年：２０競技を収録・放送～反響が大きい！ 

• 2014年：３１競技→2015年：全31競技        
（ホッケーが参加校がなく・開催不可）         
収録放送…大変だが視聴者の反響が良い。    

• 競技・種目に応じて収録局を選定、幹事高校と 
交渉・調整し、放送につなげている。 

• 競技・種目に応じて男女の準決勝、決勝戦。３位
決定戦～競技によっては、体重制、階級等があり、
その際は各階層ごとに収録している。 

• 2013年に、テレビトクシマのホームページに機構
のバナー                  
→ホームページを開設し、競技を収録したケーブ
ルテレビ局名、放送予定日時を掲載している。 
 

高校総体 

共同収録・制作 

地域密着！ケーブルテレビ 
   徳島県高校総体 全部やる!! 

～２０２０ 東京オリンピック★ここから生まれる!?～ 

２０１５年  徳島県高校総体   全
３１競技を制覇!! 



全国初！県内ケーブルテレビ統一チャンネル 
１２１ＣＨ【けーぶる１２】で放送!! 

次世代の担い手・後継者育成 

• 2012年～ＮＨＫスイッチ・ディレクター経験者を招聘し、IBLJ・軟式野球で実践形式で研修開催 

• 2013年～中継用カメラ操作訓練 

• 2015年～高校野球秋季大会のスイッチングアウト画面をもとにカメラワークを個別学習 

中継カメラワーク研修 

• 2015年10月29日・30日…ＮＨＫ放送研修センターより講師を招聘し、各局の制作する自主放送番組について、意見を出し合う協議      
スタイルの研修を行った。 

番組制作スキルアップ研修開催 

有形資産 

無形資産 

更なる発展 

• 県内一斉放送ができる設備の導入と共に、放送ネットワークが構築で
きた。 

• 共同番組制作の機会を増やすことで各局・各社との距離感が近くなる
と共に闊達な意見交換が発生。機器材をはじめ、人的な相互応援体制
が整いつつある。 

• 各局間の人的ネットワークが構築できた。 

• 継続的に実施内容の精査・協議を繰り返し「視聴者からの期待に応え
る」と「ケーブルテレビの使命(地域に密着した放送と記録)を果たす
ことを目的に日々研鑽に努める。 

共同制作による成果 

地域密着！ケーブルテレビ 
   徳島県高校総体 全部やる!! 

 視聴者ニーズに応え、更なるネットワークの可能性・発展を求めて!! 


